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「梅花にほふ」 「それとも見えず梅花かをたづねて」 「色こそ見えねかやはかくるる」と、 〈梅の花はよく見えずとも香りでわかる〉歌が三首続き、四二番の「花ぞ昔 かににほひける」という並びになっている。この歌は、初瀬 （長谷寺） に参詣するたびに、泊まっていた人の
家に長らく泊まらず、しばらくして行ったところ、その家の主人が「このようにしっ り宿はありますよ」と言い けました で、そこにあった梅の花を折って、 「人 （あなたの） 心 さあわかりませんが、古里は、こ 宿の梅は昔のまま変わらずに香り咲いてい
─ 14 ── 15 ─
ますよ」と詠んだというもの。
次の伊勢の歌は、水辺に咲く梅の花を詠んだ歌で、毎年春が来











久しく訪れなかったことを言われて「人 （あなたの） の心はさあわかりませんが、古里は、 の宿の梅は昔のまま変わらずに香り咲いていますよ」と答えた貫之に対して、 「花ですら昔と同じに咲くのに、どうしてその変わらない花を植えた人 （わたし） の心を知らない でしょ 」と宿 主は返し ということである。
さて、貫之の歌に出る「ふるさと」とはどこか。井（注４）
上宗雄氏は「作者が久しぶりに大和 （奈良県） の初瀬にある長
谷寺へ参った折、かつてのなじみの家を訪れる 」 「ふるさとの自然は美しい、という初瀬へのなつかしさを秘めた 初瀬の人への





















─ 14 ── 15 ─
るべきではないかと考える。
吉海氏は
「故郷」について、 『古今集』四二番の詞書では単になじみの宿とあるだけで、必ずしも初瀬に限定できるものではない。歌の内容からすれば「故郷・花・匂ふ」は、むしろ奈良の都のイメージである （屏風歌の可能性もある） 。ところが伝記考証ではこれを一等資料にして、 を貫之の生まれ育った故郷と積極的に認定しているのである。
とする。






ていった。 『百人一首』注釈書の最初期のものと目される『百人一首宗祇抄』 （文明十年〈一四七八〉奥書） は奥書によると連歌師宗祇が東常縁から聞いた教えをもとに記したという。
やがて江戸時代初期には後陽成院が『百人一首抄』を著し、寛
文元年 （一六六一） に後水尾院は『百人一首』の講義を行った こ
の講義の記録が『百人一首御講釈聞書』であり、講義を聴聞した後西院や飛鳥井雅章などにより作られた聞書はそれぞれの門人に書写されていった。堂上における古今伝受の一環に『百人一首』は組み込ま る。
一方、地下では延宝六年 （一六七八） 細川幽斎の『百人一首抄 （幽





紀貫之〈先祖不見。木工頭土佐守御書所領 （預） 。 〉
人は伊佐心も知す古郷の花そ昔のかにゝほひける哥の面まてには其心めつらしからす。事書ニ曰初瀬に詣ける度ことにやとり馴たる家に久にまからてある時にまかりけれはあるし「かくさたかになむ宿りはあり」と云けれはそこにありけ 梅を折て読りと云々。此主の言心はやとりなれたる所に久しくこねは根 （恨） て人の心こそ替たれ共我はへんせす今迄待た 云詞をうちすてさたか してありといへとも人の心はいさしらす此梅の花は昔のことくに向と前の詞に門答したる所実に粉骨の作也。はつせを古郷と云事は推略天王の都なれは也。 の花は梅なり。
まず、 『古今集』の詞書を記し、歌の意味を記す。贈答歌である
ところを「粉骨の作」とみるところは、この歌が当意即妙のやり
─ 16 ── 17 ─














































或秘抄ニ云、貫之ハ長谷寺ノ観音ノ申子也。故ニ長谷寺ニ月コトニマウツル也。父紀文幹〈私云、此事不審、奥ニモ注ス〉男子ノナキコトヲ歎テ、泊瀬ノ寺ニマウテケル時、夢ニ経ヲ給ハルト見テ後、貫之ヲ生リ。経ヲ給ハル故ニ内教坊ト童名 云リ。人ノ家トハ浄尊法橋ノ家也ト云々。又或秘抄ニ、心カハラヌ我ヲ恨ルハ、其方ノ心 変スルカトカヘリテ疑心也。初瀬 雄略天皇ノ都也。文幹ハ紀長谷雄・淑光・文幹、此分 貫之系図 ハ事外相違也。貫之ハ持行男、系図歴然也。
後水尾院は諸説を集めつつ、系図などを検証し間違いを指摘するが、ここでは、そのまま「或秘抄ニ云、貫之ハ長谷寺ノ観音ノ申子也。故ニ長谷寺ニ月コトニマウツル也。 」と書き記している。た
























人の家に、ひさしくやとらでほどへてのちにいたりけれは、かの家にあるし、かくさだか なんやとりはありといひ出して侍りけれは、そこにたてりける梅の花をおりてよめるとあり。貫之家集 はむか はつせ とあり。古今にはつ
































─ 18 ── 19 ─
















































小池坊は、むかし紀州根来寺にありしに、天正十一 （ （ママ） ）年、秀吉公根来寺破却の後、寺僧諸国に流浪し、智積院は京都に建、小池坊は此地に造立す。これ講堂と号す。
天正十三年 （一五八五） 、紀州根来寺は豊臣秀吉により炎上、根
来寺小池坊で修学していた専誉は、高野山を経て、天正十六年 （一五八八） 長谷寺に入り、小池坊を再興した。専誉は慶長九年 （一六〇四） 五月五日、七十五歳で没する。以後、長谷寺小池坊は継承されていったということ ある。
─ 2注 ── 21 ─
長谷寺は天慶七年 （九四四） 火災により、堂塔・仏像が灰燼に帰
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